
２ 小 中学校に る の
地を した

小 中学校

かれている うが、 グラ 数、その の

地利用ともに多い がみられる。こうしたつくられ方

が、 的、 的な中間 域の につながり、

や 等の な 、そして グラ 的 へと

している可能性も される。

－ からみた共存の

で共存関係に影響を及 していると考えられ

るのが「学 者の 」「共存に対する 極性」で

ある。「学 者の 」の高い うが グラ

数の多いこと、また、「学校 者の 」が高い、

「共存に対する 極性」が学校 ・仮設住宅 と

もに高い うが、 グラ の ・ 態に多様性

があること、が される。学 者の は、

工時期、市 地への 性、 前の地域 の

さ等によって学校 とに が生じていると考えられる。

例え 、小 中学校に建設された学校仮設住宅は、

学 の 者が であり、そうした い

を生かした

グラ が設定されて

いる。学 者の

は学校や の

共存に関する考え方や

方 と に関係

しており、 者の共存

関係にも影響が及

と考えられる。た し、

上 の とは外れる事例として 上中学校や気仙沼中

学校がある。前者は、学 者の が である

が グラ 数は 、後者は 以下であるが つ

の グラ がある。前者は仮設住宅の 長が

既に団地から 去しており実 的に が 能してい

ないこと、後者は気仙沼小学校と地域の図 等が

しており、学 を えた地域の の 点としての

を 学校が震災以前から を たしていたことがそれ

れ要 の一つとして考えられる。

 
. と  
学校仮設住宅の建 的実態からは、 を 地とする応

急仮設住宅とは い、 の位置、校 の ン

の建設等、学校における教育的環境を さないことに配

慮した計画がなされていた。一方で、校 と住 の配置

関係等、住生活を した計画もみられた。

共存の 分 からは、 前からの地域

の 性や、学 居住 が仮設住宅住民に める

などに象 される、仮設住宅に した住民間や学校と

住民の間の日 時からの 性、そしてそれらと関 す

ると考えられる学校長や仮設住宅 長の共存に対す

る意 が、学校と仮設住宅住民との共存の実態に関係し

ていることが された。

また、学校 地 における「 ン の配置」「 り

の設置」「校庭の 存の程 」などの学校仮設住宅のつ

くられ方と共存の実態にも関係性が された。こうし

た要 は、 前からの地域性や学校仮設 で された

人間関係をもとに目指される共存の方 性を間 的に

または する要 として 用していることが考えら

れる。

者の望ましい共存のあり方は、 ン ーの 前

からの関係性によって なってくるであ うが、 極的

な共存関係の は、学校にとっては仮設住宅住民を地

域的な教育活 に り める であり、また仮設住宅

住民にとっては仮設期のより良い の ・

維持に するものとなることが実態を じて され

た。そのためには、 小中学校における 地 での仮

設住宅団地建設を想定した被災時の学校の教育方 の

、 学 を ー とした応急仮設住宅 居者の選定

また、 や を まえ、 者の共存関係を意 した学

校仮設住宅の建 計画、などの が重要と考えられる。

民 地の 供、被災した公共 設 等、学校仮住宅が建設後に

されたものである。

学校仮設住宅の建 計画は宮城県、用地選定は気仙沼市が で行

った。計画において、教育 や学校の意 は されていない。

）例え 学校 の実 する既存 ン である や文化 への

仮設住宅住民の観 などに まるものは、一方がその に関 し

ていないため「 グラ 」には ウン しないものとする。

）回 の選択肢が を 極的、 を消極的として 計している。

） グラ 数は、 ではなく を ウン している。多

くの グラ が年間 数回実 されていることが調査から

されており、 学校間では グラ 数の 以上に には開きが

あることが考えられる。
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１．研究の背景と位置付け 

東日本大震災以降、被災地各地を周る中で、見られた

課題がある。それは、震災を契機に様々な要因が重なる

ことで、地域の住民が分化しているということである。

本稿の研究対象地では、震災後、住宅の被害が微少で、

地域の自宅での居住を継続できているものを「在宅」の

人と呼び、自宅から離れて地域外で居住する住民や仮設

住宅に居住する住民との間に「分化」が生じている。そ

してこの分化が、震災後の地域復興に影響を及ぼしてい

る。こうした差異は、復興後の地域にも影響を及ぼす可

能性を秘めているにも関わらず、これまでほとんど触れ

られてこなかった。家屋の有無や居住地の再建場所を問

わず、住民が各環境下で、地域復興に携わることが重要

であり、そうした延長上に新たな地域の姿があると考え

る。本研究ではこれらのことを課題として、震災前から

復興に至る過程を詳細に捉え、住民の分化実態、各環境

下で果たした役割と課題を明らかにしていくことで、新

たな復興計画・地域計画を構築することを大きな目的と 

している。本稿では被災直後から仮設住宅に至る期間を

対象に、地域住民の分化の実態と、地域復興への影響を

明らかにしていく。また、在宅と呼ばれる家の多くが、

震災直後、数日から数ヶ月に渡り、避難者を受け入れ生

活を共にしていた場所であり、これらの実態を踏まえな

がら研究を進める。 

これまで、自然災害を受けた地域がどのように復興し、

どのような課題が生じたのかということについて様々な

点から研究報告がなされている。復興を評価する論文と

しては、政策面の評価を行ったもの１）環境指標を基に、

居住地再建後の地域評価を行ったもの２）があるが、ハー

ド面の評価が大きく、住民の変化を含むソフト的な評価

がほとんど行われていない。また、復興感に関する研究

の中で、ハード整備や経済状況などの目に見える指標に

加えて、「生活の再適応感」という軸を示し、住民間のコ

ミュニケーションの必要性を説いたもの３）や復興まちづ

くりへの参加率と復興感の関係性について述べたもの４）

がある。筆者も同様の意見を持っており、本研究では、

震災後の残存住宅及びその居住者が果たした役割 
－震災直後から仮設住宅入居に至るまでの避難実態に着目して－ 

 

The role that residual house and resident play after earthquake 

- Attention to actual situation of disaster area in right after disaster - 
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The purpose of this study is clarify the parts of different environmental residents , in  

particular stay behind household. The trend of disaster area of the Great East  
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As the result, the following a made a clear:  
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コミュニケーションの 少や復興まちづくりへの参加率

に差異や 象が生じるに至った要因を き すものであ

る。震災直後の については、地震・ 被害による

人的被害と住民避難行 に関する を行ったもの ）や

指 避難所の 実態 ）、 共 設の避難所への 実

態 ）について研究報告が られるが、これらは地域

の きを示しておらず、避難所に入らなかった住民の

避難実態が 明な状態である。本研究では、地域住民

の避難実態を捉える点において異なる。 
本研究の対象地である 大 地 では、

指 避難所とは に、残存住宅が避難所のような役割を

果たし、避難者を受け入れ、一 期間生活を共にしてい

た。このように、 的な 間が災害 において、どのよ

うに機能していたのかという点に 目することで、震災

前の地域構 を することが可能であり、その後の住

民の環境変化に う分化過程、各環境下における住民が

地域復興に果たした役割を 示することが ると考え

る。本地 は東日本大震災における多くの地域に共 す

るように、人 少の課題を持つ 集落であり、家屋

の 率が 75 と被害が大きく、集 によって同

地 に居住地再建を行う場所である。また、筆者が

2011 8 月から 活 を行う地域でもあり、復興過程

を詳細に見るという 間軸を考 した に、本地 を一

つの フとして論を することは、 地域にお

いても重要な 見となるものである。 
 
．研究  
本研究では、 大 地 を対象に 研

究を行う。本研究を行うにあたり、 月 日

日の期間に を行った。その に した は下

の りである。 
（ ）住民への ン

・ 構 、 に関する ン

（各 ・ 者： 人）

・残存住宅の居住者 びに避難 に対する

の生活実態に関する ン

（受入 ： 人 避難住民： 人）

（ ）避難所の ・居住者 に関する 集

・大 災害復 本 の 集

また、研究の としては下 の りである。

震災以前の地域構 の  
・地 的構 （行政 ・ ・過 の ） 
・ 構  

・ 的行 に関する構 （ の ） 
避難実態の ・分  
残存住宅の居住者と避難者の 性分  
残存住宅における避難生活の実態  
残存住宅の避難所化する要 の  
残存住宅及びその居住者が復興過程において果たす

役割と課題の 示 
 
． 区に ける  

3－1． 区の  
本地 は、 に する 集落であり、

人（ 月 点）で構 されている。

過 にも明 ・ 地震によって 被害を受け、

を り している地域でもある（ １）。人 も

少 にあり、 には 人を えていたが、

在では 人と 数以下になっている。しかし、

数はほとんど変化しておらず、人 の が 少している

ことから、 で地域を離れた では無く、 人

１：大 地 の被災 と 状 
（2015 9 月 6 日 点） 

２： 大 地 の人 ・  

数が 少していることが分かる（ ２）。住宅の被害状

況としては、 て 被害によるものであり、

戸、 戸、一 戸、被災なし 戸と大多数

が家屋を う被害を受けたが、 いにも 住宅の

が 被害を れている。また、地 一の集 設

が し、神 も 被害を受けたため、地 に避

難できる 共 設はなく、 地 にある中学 が指

避難所として機能した。一 、地 では被災を

れた家に多くの住民が避難しており、 い場 では指

避難所までの が るまでの数日、長い場 では仮

設住宅など の住 が まるまで期間、およそ か

月もの間、家屋を った避難者と共同生活を行ってい

た。また、東日本大震災における 面 は、過 の

明 ・ を上 るものであり、地 の中 は大き

な被害を受け、 々に残った住宅の 、 的標 の

い場所に する住宅が避難所化したのである。

3 2 地 的構  
本地 の行政 ・ を示したものが ３である。行

政 ・ は、 や の ・ 、地 の

活 を行うための として活 されており、1 つの

は 10 ほどで構 され、 を 数まとめたも

のが行政 にあたる。また、本地 は 地が 状に

がっており、 うようにして住宅が んでいるため、

地 的なまとまりも見られ、過 には りの に に

ー を り、 しを行っていたとも われている。

な地 であるため、地 によるまとまりも自然と生

じている。 
  
3－3．  
本地 では、 関係とは に、 と呼ばれる が

りがある。これは、 を各家 で行う に、その

備 を うことが な目的であると われ、 の

行 活 を共に行う もあるが、 在では を家

で行わないため、 で行う活 は見られない。 は、

に 関係者によって構 されているが、 関係者

が していない や 関係者以外が している もあ

り、所以については 明な 分も多いが、 的な行

を行う に 数が必要であったことや り となどがあ

った に、 え う であると われている。そのた

め、 が えす ると、 が 加するといった

トがあり、 ての 者を に加えず、 で

を行い、加入の が行われているのである。この

３：行政 ・ の 画割り 

：  
：行政  

同じ が

一つの

を示す。 

４： 分  

同じ が

一つの

を示す。 

： 同で を いた の分  
。 
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な地 であるため、地 によるまとまりも自然と生

じている。 
  
3－3．  
本地 では、 関係とは に、 と呼ばれる が

りがある。これは、 を各家 で行う に、その

備 を うことが な目的であると われ、 の

行 活 を共に行う もあるが、 在では を家

で行わないため、 で行う活 は見られない。 は、

に 関係者によって構 されているが、 関係者

が していない や 関係者以外が している もあ

り、所以については 明な 分も多いが、 的な行

を行う に 数が必要であったことや り となどがあ

った に、 え う であると われている。そのた

め、 が えす ると、 が 加するといった

トがあり、 ての 者を に加えず、 で

を行い、加入の が行われているのである。この

３：行政 ・ の 画割り 

：  
：行政  

同じ が

一つの

を示す。 

４： 分  

同じ が

一つの

を示す。 

： 同で を いた の分  
。 
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ように、 とは異なるシ で と呼ばれる

が されており、有 の に え うことを目的とし

た なのである。 
の構 を 示化したものが ４である。4 ほ

どで構 されるものもあれば、10 を えるものもあ

る。また、同じ であっても 数の に分かれてい

るものもあり、 中では同じ で が異なるものが

それにあたる。 で 15 の に 分でき、一 のま

とまりも見られるが、 性があるとは えない。 
 
－ ． から る

本地 では、40 程前まで が っていなかったこ 
とから、 も 同で を いている家が多く存在する（

）。基本的には、 で を 、2 7 ほ

どで を いているが、1 ー の 31 の を

している（ 中：○ ）。これは の が くの山

や から を いているのに対して、本 は くから

を くことができなかったために、 同で の上 か

ら を いたのである。しかし、 の震災によって、

多くの家が に するために、本 は するこ

ととなった。また、本 では示していないが、 に

を いている も多く、地 の各地で自然 が いら

れていた。 
地 的 ・ ・ 行 による地域構 を ３

に示したが、各 によって構 される家は異なって

おり、地域の中で多様な がりがあることが分かる。こ

れらのことを踏まえながら、災害 においてどのような

がりが有 に機能したのか分 していく。 
 
． 震災後に ける避難実態 

4－1．災 直後の避難  
震災 日、地震 生後、 くの や避難 設、中に

は を して 上に るなどして避難し、 がおさま

ってから各自、指 避難所である中学 の や被災

を れた家に避難を行ったものが多い。その後、 住

宅や地域外の の家、 避難所、仮設住宅などに住

まいを しながら、居住地再建に至る（ ）。 に災害

直後から応 仮設住宅に入居するまでの期間は生活環境

も く、避難場所を 々としている も多い。そこで、

地域住民により された、大 災害復 本 の を

基に、指 避難所への避難（中学 に避難した

）、残存住宅に残 （被災を れた・ 修 を行い生活

する 、震災前と同じ家で生活を行う ）、残存住宅へ

の避難（残存住宅に避難した ）、 地 への避難（学

に する家に避難した ）、その （学 外への

避難 、 なし仮設、 避難所 に った ）に

分 し、その を フ化した（ ）。本地 では、

応 仮設住宅に入居し めたのが、 月 であり、 住

民が仮設住宅に入居したのは、 月中 である。住

民の避難状況について 存されている が 月 日か

ら 月 日までのものであるため、避難所が 所するま

での期間を示すことは ていないが、避難の実態と

を する上では有 な ー である。本 を見ると

災害 生日から間もない が指 避難所に避難した

数の ー であり、月日と共に指 避難所を離れる

：震災から居住地再建に至る居住地変 （大 地 の場 ） 

：避難場所の （ 数） 

指 避難所 
残存住宅 

残存住宅へ避難 
地  

その  

が多くなっている。 めに人数が り めたのが震災か

ら ヶ月が過 た であり、残 数が 加している

ことが分かる。災害から ヶ月 には住民による行

明者の やがれきの 、見 り が落ち き め、

自宅の 修 を めた や家屋被災を れたが、

を するため、自宅より に する家に避難してい

た が り した と考えられる。震災から ヶ月

が過 たこ には指 避難所の避難 数が大きく 少

し め、その 、同学 外に避難する 数が大きく

加し、 月 日の 点で避難 数が している。こ

うした には、 月 に なし仮設が 化され、自

ら見つけた 住宅を仮設住宅と同様に われるように

なったこと、 の 設を 避難所として 集をか

けるようになったことから、避難所の生活・環境に え

られない が、一 に避難所を離れたということが大

きな要因と考えられる。しかし、ここで 目したいのは、

指 避難所を離れる 数の割 に べて、残 へ

の避難 数に大きな変化が見られないということであ

る。残 に を うために の避難所に したと

いう も見られたが、実 に離れたのは数 であり、

地 ・ 地 含めて くが残 での避難

生活を続けていることが明らかとなった。 
 
4－2．残存住宅の避難者 け入 の実態 

の災害 に地 外問わず避難者を受け入れた

数は 、その 、地 住民を受け入れた は

と、残存住宅のおよそ 数が避難者を受け入れて

いる。また地 ・ 地 に する残存住宅に避

難した 数は 大 と 避難者数の にあた

り、地 の残存住宅に避難した けでも 、

、 を受け入れたということになる。こ

１：避難受入れ と避難者の関  

：避難受入れ と避難者の関係  
（2011 3 月 28 日） 

：避難受入れ と避難者の関係  
（2011 5 月 23 日） 
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が多くなっている。 めに人数が り めたのが震災か

ら ヶ月が過 た であり、残 数が 加している

ことが分かる。災害から ヶ月 には住民による行

明者の やがれきの 、見 り が落ち き め、

自宅の 修 を めた や家屋被災を れたが、

を するため、自宅より に する家に避難してい

た が り した と考えられる。震災から ヶ月

が過 たこ には指 避難所の避難 数が大きく 少

し め、その 、同学 外に避難する 数が大きく

加し、 月 日の 点で避難 数が している。こ

うした には、 月 に なし仮設が 化され、自

ら見つけた 住宅を仮設住宅と同様に われるように

なったこと、 の 設を 避難所として 集をか

けるようになったことから、避難所の生活・環境に え

られない が、一 に避難所を離れたということが大

きな要因と考えられる。しかし、ここで 目したいのは、

指 避難所を離れる 数の割 に べて、残 へ

の避難 数に大きな変化が見られないということであ

る。残 に を うために の避難所に したと

いう も見られたが、実 に離れたのは数 であり、

地 ・ 地 含めて くが残 での避難

生活を続けていることが明らかとなった。 
 
4－2．残存住宅の避難者 け入 の実態 

の災害 に地 外問わず避難者を受け入れた

数は 、その 、地 住民を受け入れた は

と、残存住宅のおよそ 数が避難者を受け入れて

いる。また地 ・ 地 に する残存住宅に避

難した 数は 大 と 避難者数の にあた

り、地 の残存住宅に避難した けでも 、

、 を受け入れたということになる。こ

１：避難受入れ と避難者の関  

：避難受入れ と避難者の関係  
（2011 3 月 28 日） 

：避難受入れ と避難者の関係  
（2011 5 月 23 日） 
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れは、指 避難所の を 少さ ることに がってお

り、被災を れた が復興過程において果たした重要

な役割である。

被災程 に避難状況を見て ると、 を れた

の を受け入れている家と、 した の を受け

入れている が多く、 避難者を受け入れている

は少ない（ １、 、 ）。また、 を れた

の 戸が同じ行政 ・ に する くの残存住

宅に避難しているのに対して、 した は 離を問

わず避難していることが分かる。さらに、 を れた

避難者の多くが か月後には自宅に って生活をしてい

る。このような要因としては、大きく２つ、家屋が残っ

ている が避難所に行く 的な 分と自宅 くに避

難することで、自宅の づけ、 修 が行い くなると

いう 的な 分が られる。ここには受け入れ

の が く いているといえる。

また の 性について見ていくと、 であることに

よって がっている も見られるが、 と少なく、

ほとんどが地 的な がりによるものであることが分か

る。その には ではないが の実家であったとい

うことや の同 生の家、 場の同 といった が

られる。このように、一見 がりが そうに感じら

れる という関係性よりも地 的な要 が く いて

いることが明らかとなった。そこには、日 的に や

のやり りを行っていたことや を 同で行っ

ていたなど、 する が多かったことやあるものを共

有する が有 に いたといえる。中には、地域外の

者よりも くの被災者を受け入れたという家もあり、

関係を えた関係性が築かれていたことが、災害

においても有 に いたといえる。

4－3．避難 け入 た残存住宅の  
続いて、避難を受け入れた残存住宅の につい

て分 を行う。まずは、 フ ンについて見ていく。

災害直後、 地 でも ・ ・ などの フ

ンが された。しかし、上 にも示したが、山や か

ら を いている が多く、家屋が残った のほと

んどが を入 することが可能であった。 も

ン を いていたため、 を有している も多

かった。また、 を有していない家でも、山から

を入 することが可能であり、 ながらの を いて

や を くことが可能であった も多く見られた。

このように、 が できずに生活が なくなった

という は少なく、なんらかの で生活を行っていた。

を いていなかった においても、 所で が る

から入 しており、 に しながら生活が り

っていた（ １ ）。 面においても、 であると

いうこともあり、ほとんどの家 に大 の があり、

を 存していたため、震災から 分の間、 に

ることも無かったという。しかし、 が っておらず

存がきかないため、 の も 住民間で共有

していた。このように、残存住宅の中でも 間で

することによって、一 の生活を 持していたのである。

加えて、本地 では を家で行うという があ

ったため、日 には しない 屋を多く有している

家が多かったこともあり、避難者を受け入れる があ

った。つまり、災害直後も生活が 的 していたこ

と、間 り的な があったということが避難者を受け

入れることに がった要 として られる。

また、 に関しては震災直後、残存住宅から を集

めて避難所に を行っていたが、各地から が き

めると、避難所から残存住宅に が けられるよう

になっており、住民間が に え っていたことが分

かる。こうしたことは、残存住宅の居住者及び避難者の

中で に われたという意 が生じており、地域の対

応に一 の 感を示している。また、このように

が に分 されたということも残存住宅が避難所化し

続けた要因の一つである。しかし、課題もあり、様々な

報が避難所に集中するため、残存住宅に 報が って

きづらいということや受け入れ が を持ち して

していたことによる 、こうしたことに う避難

者の いが生じている。実 に、 報が入ってこない

１ ：残 の震災直後の生活  

という から避難所に った や を うという

で避難場所を った も存在する。これらの課題は、

を整えることによって できるものであり、

策を する 地は 分にある。

 
．  
本稿では、震災直後の避難実態から地域の分化実態と

地域復興への影響を明らかにした。

地域住民の避難実態に関しては、

被災直後の地 住民は大きく、指 避難所に避難した

、残存住宅に残った 、残存住宅に避難した 、

地 （同学 の家）に避難した 、その （同学

外に避難した ）に分 され、その割 は、 月

点でおよそ ：： ： ： の 率であったものが、

月 点になると、 ： ： ： ： となり指 避

難所に避難した は、仮設住宅が る前に避難場所

を す割 が い にあることが明らかとなった。

また、残存住宅に避難した の中にも、家屋を った

と を れ、 修 を行うことで再び地域の自宅

で居住を行う がおり、震災から間もない は を

れた の割 が く、家屋を った の ほどに

なっている。

残存住宅が避難所化した要 としては、

災害直後も山 ・ ン ・ ・ を

いずに できる や を有している が多く、

分に関しては、 間で うことで、一 の生活

を 持することが ていたことが大きな要 として

られる。

加えて、間 り的な があったことも一つの要 と

して られる。

残存住宅の居住者と避難者の関係性については、

関係よりも での避難が も多く、 にも

場の同 、 が同 生など日 的な が多かった

に避難していることが明らかとなった。本地 に

おいては、日 的に や のやり りを 間で行っ

ていたことや の 同 を行っており、

間の が多かったこと、ものを共有する が災

害 においても有 に いたと える。

家屋被災したが 修可能である家の居住者や被災を

れたが 域に い居住者は、被災程 の差異がも

たらす 的な 分として避難所に行きづらいという

ことや自宅 くに避難することで づけや 修 の

を行い くなるという面から くの家に避難してい

る割 が大きくなる にあることも明らかとなった。

に関しては、災害直後は残存住宅の居住者か

ら を避難所に していたが、外 から

が くようになると、残存住宅の居住者と残存住宅へ

の避難者にも に分 されていたことが明らかとな

り、残存住宅 の が されたこと、避難所との

差異を さ たことが、長期に渡って避難所化した

一つの要 といえる。

また、このように残存住宅が避難者を受け入れたことは

避難所 にも 点があり、

避難 数の が残存住宅に避難したことで、避

難所に 間的・ 的な を さ ている。

避難場所の を やすこととなり、状況に わ

た避難が可能となっている。

以上のことから、震災直後から仮設住宅に るまでの

過程においては、残存住宅及びその居住者が、被災者に

対して や家屋 間など、 人的に所有するものや

間を地域住民に することで、被災者の生活が す

るまでの期間を直 的に えていた。そうしたことは、

避難所における 間的・ 的な の や被災程

の異なる住民間の 神的な の 、家屋 修 を行

い くするといった様々な面において大きな役割を果た

したことが明らかとなった。また、その一 、 が

き めてからは、避難所から残存住宅の居住者や避難者

に しに行くなど、各環境下で いにできる の中

で に え っていたことも明らかとなった。これら

の 実は に重要な であり、これまで 明な存

在であった残存住宅及びその居住者を含めた避難実態を

示することで、震災前からの地域構 、地域住民の分

化と復興における影響に関する つの 面を明らかにし

ており、加えて、 態における地域の対応 を示し

た。以上のことから、地域構 を に入れ、住民の

きを にする 策を ることで、行政・住民 の

を し、より地域の実 にあった災害対応が可能

になると考える。

しかし、本稿は震災直後から仮設住宅に至るまでの避

難生活の 点であり、地域復興が本 化し めてからの

実態については触れていない。よって、 き続き を
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れは、指 避難所の を 少さ ることに がってお

り、被災を れた が復興過程において果たした重要

な役割である。

被災程 に避難状況を見て ると、 を れた

の を受け入れている家と、 した の を受け

入れている が多く、 避難者を受け入れている

は少ない（ １、 、 ）。また、 を れた

の 戸が同じ行政 ・ に する くの残存住

宅に避難しているのに対して、 した は 離を問

わず避難していることが分かる。さらに、 を れた

避難者の多くが か月後には自宅に って生活をしてい

る。このような要因としては、大きく２つ、家屋が残っ

ている が避難所に行く 的な 分と自宅 くに避

難することで、自宅の づけ、 修 が行い くなると

いう 的な 分が られる。ここには受け入れ

の が く いているといえる。

また の 性について見ていくと、 であることに

よって がっている も見られるが、 と少なく、

ほとんどが地 的な がりによるものであることが分か

る。その には ではないが の実家であったとい

うことや の同 生の家、 場の同 といった が

られる。このように、一見 がりが そうに感じら

れる という関係性よりも地 的な要 が く いて

いることが明らかとなった。そこには、日 的に や

のやり りを行っていたことや を 同で行っ

ていたなど、 する が多かったことやあるものを共

有する が有 に いたといえる。中には、地域外の

者よりも くの被災者を受け入れたという家もあり、

関係を えた関係性が築かれていたことが、災害

においても有 に いたといえる。

4－3．避難 け入 た残存住宅の  
続いて、避難を受け入れた残存住宅の につい

て分 を行う。まずは、 フ ンについて見ていく。

災害直後、 地 でも ・ ・ などの フ

ンが された。しかし、上 にも示したが、山や か

ら を いている が多く、家屋が残った のほと

んどが を入 することが可能であった。 も

ン を いていたため、 を有している も多

かった。また、 を有していない家でも、山から

を入 することが可能であり、 ながらの を いて

や を くことが可能であった も多く見られた。

このように、 が できずに生活が なくなった

という は少なく、なんらかの で生活を行っていた。

を いていなかった においても、 所で が る

から入 しており、 に しながら生活が り

っていた（ １ ）。 面においても、 であると

いうこともあり、ほとんどの家 に大 の があり、

を 存していたため、震災から 分の間、 に

ることも無かったという。しかし、 が っておらず

存がきかないため、 の も 住民間で共有

していた。このように、残存住宅の中でも 間で

することによって、一 の生活を 持していたのである。

加えて、本地 では を家で行うという があ

ったため、日 には しない 屋を多く有している

家が多かったこともあり、避難者を受け入れる があ

った。つまり、災害直後も生活が 的 していたこ

と、間 り的な があったということが避難者を受け

入れることに がった要 として られる。

また、 に関しては震災直後、残存住宅から を集

めて避難所に を行っていたが、各地から が き

めると、避難所から残存住宅に が けられるよう

になっており、住民間が に え っていたことが分

かる。こうしたことは、残存住宅の居住者及び避難者の

中で に われたという意 が生じており、地域の対

応に一 の 感を示している。また、このように

が に分 されたということも残存住宅が避難所化し

続けた要因の一つである。しかし、課題もあり、様々な

報が避難所に集中するため、残存住宅に 報が って

きづらいということや受け入れ が を持ち して

していたことによる 、こうしたことに う避難

者の いが生じている。実 に、 報が入ってこない

１ ：残 の震災直後の生活  

という から避難所に った や を うという

で避難場所を った も存在する。これらの課題は、

を整えることによって できるものであり、

策を する 地は 分にある。

 
．  
本稿では、震災直後の避難実態から地域の分化実態と

地域復興への影響を明らかにした。

地域住民の避難実態に関しては、

被災直後の地 住民は大きく、指 避難所に避難した

、残存住宅に残った 、残存住宅に避難した 、

地 （同学 の家）に避難した 、その （同学

外に避難した ）に分 され、その割 は、 月

点でおよそ ：： ： ： の 率であったものが、

月 点になると、 ： ： ： ： となり指 避

難所に避難した は、仮設住宅が る前に避難場所

を す割 が い にあることが明らかとなった。

また、残存住宅に避難した の中にも、家屋を った

と を れ、 修 を行うことで再び地域の自宅

で居住を行う がおり、震災から間もない は を

れた の割 が く、家屋を った の ほどに

なっている。

残存住宅が避難所化した要 としては、

災害直後も山 ・ ン ・ ・ を

いずに できる や を有している が多く、

分に関しては、 間で うことで、一 の生活

を 持することが ていたことが大きな要 として

られる。

加えて、間 り的な があったことも一つの要 と

して られる。

残存住宅の居住者と避難者の関係性については、

関係よりも での避難が も多く、 にも

場の同 、 が同 生など日 的な が多かった

に避難していることが明らかとなった。本地 に

おいては、日 的に や のやり りを 間で行っ

ていたことや の 同 を行っており、

間の が多かったこと、ものを共有する が災

害 においても有 に いたと える。

家屋被災したが 修可能である家の居住者や被災を

れたが 域に い居住者は、被災程 の差異がも

たらす 的な 分として避難所に行きづらいという

ことや自宅 くに避難することで づけや 修 の

を行い くなるという面から くの家に避難してい

る割 が大きくなる にあることも明らかとなった。

に関しては、災害直後は残存住宅の居住者か

ら を避難所に していたが、外 から

が くようになると、残存住宅の居住者と残存住宅へ

の避難者にも に分 されていたことが明らかとな

り、残存住宅 の が されたこと、避難所との

差異を さ たことが、長期に渡って避難所化した

一つの要 といえる。

また、このように残存住宅が避難者を受け入れたことは

避難所 にも 点があり、

避難 数の が残存住宅に避難したことで、避

難所に 間的・ 的な を さ ている。

避難場所の を やすこととなり、状況に わ

た避難が可能となっている。

以上のことから、震災直後から仮設住宅に るまでの

過程においては、残存住宅及びその居住者が、被災者に

対して や家屋 間など、 人的に所有するものや

間を地域住民に することで、被災者の生活が す

るまでの期間を直 的に えていた。そうしたことは、

避難所における 間的・ 的な の や被災程

の異なる住民間の 神的な の 、家屋 修 を行

い くするといった様々な面において大きな役割を果た

したことが明らかとなった。また、その一 、 が

き めてからは、避難所から残存住宅の居住者や避難者

に しに行くなど、各環境下で いにできる の中

で に え っていたことも明らかとなった。これら

の 実は に重要な であり、これまで 明な存

在であった残存住宅及びその居住者を含めた避難実態を

示することで、震災前からの地域構 、地域住民の分

化と復興における影響に関する つの 面を明らかにし

ており、加えて、 態における地域の対応 を示し

た。以上のことから、地域構 を に入れ、住民の

きを にする 策を ることで、行政・住民 の

を し、より地域の実 にあった災害対応が可能

になると考える。

しかし、本稿は震災直後から仮設住宅に至るまでの避

難生活の 点であり、地域復興が本 化し めてからの

実態については触れていない。よって、 き続き を
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続けていくことで、復興過程における地域の分化実態を

明らかにでき、長い 間軸の中で、地域の実態を むこ

とが、新たな 見になり、それをもって復興計画・地域

計画に なければならない。
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